
埴

科

都

下

の

健

運

甫

喝

の

傭

里

埴
科
の
南
郷
現
在
の
坂
城
町
'
中
之
機
材
､
南
修
村

の

一
町
ニ
ケ
相
は
南
に
太
郎
山
鹿
減
山
'
東
に
大
峰
連

山
､
北
に
鋸
義
山
､
五
里
ケ
峰
の
三
両
両
に
包
ま
れ
西
方

千
曲
川
に
抱
か
れ
た
名
に
負
ふ
山
坂
に
よ
る
天
然

一
城

郭
の
地
域
で
あ
る
｡
卒
地
顔
大
だ
は
言
は
れ
ね
が
東
方

山
地
か
ら
千
曲
川
に
入
る
支
流
-
矢
川
(
谷
川
)
反
町
川

(
御
堂
川
)
目
名
喋
等
の
小
川
に
よ
-
形
成
さ
れ
た
複
合

扇
状
地
は
吋
成
-
の
所
帯
で
そ
の
下
芳
郎
北
岡
相
通
か

ら
千
曲
川
沿
岸

に
薫
る
ま
で
は
水
田
園
で
あ
ril
t
段
丘

上
扇
状
地

一
面
は
桑
畑
笹
で
世
に
い
ふ
中
之
使
大
根
も

亦
此
の
地
方
の
塵
で
あ
る
｡
然
し
乍
ら
之
等
前
述
の
小

支
流
に
沿
っ
て
は
EE
値
は
温
か
上
流
山
鹿
郷
ま
で
の
び

矢
川
に
そ
つ
て
は
入
横
尾
附
近
､
入
田
川
に
沿
っ
て
は

御
所
喋
附
近
'
目
名
韓
に
そ
つ
て
は
目
名
附
近
ま
で
見

ら
れ
る
｡
扇
状
地
上
が
田
に
成
-
符
ぬ
の
は
川
水
の
こ

埴
科

郷
T
S
藤

盟

高

野

豊

文

れ
に
浸
透
し
て
地
下
水
ど
な
っ
て
し
ま
ふ
か
ら
で
'
地

形
土
質
が
か
-
の
如
き
m
置
決
定
姿
素
ど
な
っ
て
ゐ
る

苗
に
此
等
田
園
の
堅
円
が
燥
里
に
よ
る
剥
法
で
あ
る

こ
E
t
及
び
北
候
'
中
之
櫨
､
固
帳
の
村
名
が
櫨
里
の

修
か
ら
凍
た
こ
ど
な
明
か
に
し
た
い
ビ
瓜
ふ
｡

北
様
相･言

地
名
は
次
の
文
番
に
よ
る
も
の
で
､
現
在

で
は
死
滅
し
た
遺
名
に
過
ぎ
ぬ
｡

市
川
文
沓
'
信
濃
問
市
川
左
衛
門
十
郎
経
助
罪
忠
轟

●
●
●
O

｢
石
鹸
煙
刑
部
左
衛
門
入
道
坂

東

北

棟

乍
相
補
城
郭

之
魔
-
-
-
｣

建
武

二
年

九
月
二
十
二
日

筒
中
北
の
修
名
が
m
籍
法
か
ら
雄
花
だ
い
ふ
こ
亡
は

す
で
に
埴
科
郡
誌
'
信
濃
地
名
考
､
大
日
本
地
名
僻
番

に
も
巻
い
て
あ
る
が
'
此
の
地
域
は
何
分
に
も
千
曲
川

河
道
の
運
慶
､
矢
川
反
町
川
の
押
出
汎
艦
等
沿
海
の
鼻

甚
だ
し
か
-
し
馬
め
'
常
初
の
劃
法
の
道
春
地
は
極
め

究

門
九



:_.

F

';

節
十
二
巻

て
小
筒
域
に
過
ぎ
ず
p
充
分
な
る
研
究
は
之
を
iL
文
沓

古
地
図
に
待
た
ね
は
な
ら
ぬ
が
､
之
等
文
献
を
羊
に
し

程
ぬ
現
在
で
は
只
局
部
的
乍
ら
遺
春
す
る
地
域
だ
地
籍

名
を
櫨
-
所
ビ
し
て
推
究
し
た

一
種
の
橡
報
的
研
究
に

止
ま
る
こ
ど
な
こ
亡
は
rD
お
-
次
第
で
あ
る
(
地
閲
略
)

現
在
棟
旦
劃
港
に
よ
る
剛
瞭
2.6蓮
北
は
即
ち
坂
城
商

ソ
･ソ

都
か
ら
中
之
使
村
に
か
け
で
春
す
る
大
反
田
'
反
町
､

仲
反
町
p
下
反
町
'
桑
木
田
､
赤
圧t
t
征
矢
氾
'
仲
附

下
伸
トトt
で
あ
る
.
之
を
基
鮎
}J
し
て
南
方
を
見
る
ビ
現

在
殆
ん
..,JJ
m
な
-
畑
だ
な
っ
て
ゐ
る
｡
然
る
に
そ
の
地

●

籍
名
に
irLi田
町
､
酉
m

町
､
流
田
､
田
鶴
'
兼
田
端
等

が
あ
る
｡
是
'
矢
川
の
押
出
し
氾
濫
の
馬
昔
て
は
田
園

た
り
し
も
の
が
磯
の
為
に
壊
さ
れ
名
目
丈
中
世
以
水
の

ま

ゝ
を
今
も
止
め
し
も
の
だ
皿
ふ
｡
叉
慶
長
の
水
帳
に

ょ
る
ビ
江ー
端
西
方
の
赤
池
堤
防
内
外
に
は
車
乗
托I
t

一

丁
江
.
町
金
井
附
近
に
八
反
H
等
あ
る
も
､

一
は
千
曲

川
床
に

一
は
畑
置
ビ
建
っ
て
ゐ
る
｡(
慶
長
水
帳
南
棟
村

◎
◎
○

の
も
の
に
は
そ
の
他
町

千

田

､
岡
田
'
長
田
､
田
中
等

の
r地
名
あ
る
も
そ
の
地
鮎
が
は
つ
き

-
ビ
分
ら
ぬ
｡

史
に
そ
の
南
方
現
在
の
新
地
鼠
宿

附
近
の
旺~
匿
は
商

節

f
駿

琶

五

〇

埴
で
は
最
も
購
い
千
曲
の
濯
翫
用
水
地
で
あ
る
が
'
憧

里
遵
蝕
だ
認
む
る
も
の
更
に
LJ
-
､
且
又
多
-
十
進
法

で
分
割
さ
れ
地
籍
名
に
も
怯
里
の
数
に
愈
ふ
も
の
な
し

此
の
地
域
呈
別
記
田
端
(
矢
川
の
扇
状
地
の
線
速
)
の
境

●
●
O
e

O

界
に二
は
横

マ

ク

リ

､
下

廻
日
の
地
名
見
え
て
'
現
在
千

曲
用
水
路
の
通

過
す
る
朗
で
あ
る
｡
皿
ふ
に
田
抽
以
南

は
修
盈
笛
剖
時
代
に
は
千
曲
川
床
か
又
は
温
地
で
'
そ

の
田
匿
だ
な
ら
し
は
恐
ら
-
戦
闘
時
代
か
ら
秀
膏
時
代

で

は
な
か
ら

-
か

(
慶
長
の
水
帳
に
は
田
だ
し
て
か
い

て
あ
る
か
ら
)
此
の
地
は
今
堅
牢
な
堤
防
で
千
曲
の
水

を
防
ぐ
も
う
之
な
か
-
せ
ば
直
ち
に
河
床
ど
な
る
こ
と

は
地
形
上
明
か
で
あ

る
｡

以
上
の
柑
由
に
よ
っ
て
榛
里
の
南
蛍
は
此
の
田
鼎
で

め
-
'
内
報
の
意
も
之
か
ら
華
た
も
の
.IJ
察
す
る
｡
よ

っ
て
之
よ
り
北
方
に
町
政
を
計

へ
て
行
-
bJ
前
記
の
仲

刑
の
南
境

ま
で
ゞ
六
町
ど
な
る
｡
こ
れ
田
匿
だ
し
て
の

南
憶
に
普
る
六
町
巾
で
あ
り
'
そ
の
中
に
南
又
､
南
原

等
の
南
の
名
が
あ
っ
て
他
の
之
れ
に
封
此
す

べ
き
名
の

な
い
の
は
'
南
幌
の
輯
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら

-
｡
次

に
仲
田
以
北
に
数

へ
て
it:仁
だ
桑
木
田
ま
で
ヱ

ハ町
に



な
る
｡
此
の
中
に
伸
EE
､
下
仲
田
､
申
樺
等
中
AjJ
い
ふ

地
名
が
あ
る
は
'
中
之
僕
の
時
雄
し
た
も
の
で
､
此
の

地
域
こ
そ
中
之
傍
の
六
町
ビ
考

へ
ら
れ
る
｡
中
之
候
の

北
､
反
町
.
伸
反
町
､
下
反
町
及
び
反
町
川
を
こ
え
て
坂

城
分
の
大
反
田
､
四
ッ
谷
p
四
反
巨t
ま
で
及
ん
で
六
町

.iJな
り
.
是
ぞ
北
棟
に
和
食
す
る
地
絡
で
あ
ら
う
ど
恩

は
れ
る

(
反
町
'
反
田
'
反
町
川
の
春
名
す
る
こ
と
は

悌
旦
置
劃
の
何
よ
-
の
晋
で
あ
り
'
反
町
川
の
下
流
は

煤
塵
匿
劃
線
上
に
凍
て
ゐ
る
)
然
し
乍
ら
楳
旦
劃
法
の

形
跡
は
お
ぼ
ろ
げ
乍
ら
斑
に
之
よ
-
北
速
-
目
名
樺
ま

●

●

で
求
め
ら
れ
地
籍
名
ビ
し
て
は
刑

町
p
前
旺t

あ
り
'
や

が
て
そ
の
酉
北
隅
に
廷
喜
式
内
就
坂
城
醐
融
に
蓮
す
る

坂
城
町
の
鶴
形
の
宿
場
､
模
式
的
の
種
村
型
の

一
部
田

町
は
悌
里
の

山
隈
割
線
で
あ
る
も
'
目
名

倖

川

の
押

出
し
に
破
壊
さ
れ
た
区
域
が
多
い
｡
此
盛
は
反
田
以
南

の
そ
れ
に
此
L
t
そ
の
兼
酉
に
敗
ふ
べ
き
修
の
飴
-
ド

巾
狭
-
機
か
凹
五
町
に
過
ぎ
ぬ
置
劃
の

1
分
派
線
で
あ

る
｡
比
の
狭
い
の
は
捷
丘
崖
下
を
千
曲
川
が
洗
っ
て
ゐ

た
鵜
で
'
現
在
の
坂
城
騨
附
鑑
は
段
丘
崖
下
に
あ
り
､

河
原
､
柳
原
､
前
原
等
の
地
名
を
持
っ
Q
更
に
之
を
静

杓

朴
那
下

の
順

配

す

べ
き
は
四
谷
か
ら
東
西
に
常
山
堤
ビ
い
ふ
天
保
年
間

に
出
凍
た
堤
防
の
あ
る
こ
亡
で
､
比
の
堤
防
の
方
向
は

現
在
の
千
曲
川
の
流
向
に
は
底
角
で
､
目
下
は
無
用
物

ど
な
っ
て
ゐ
る
｡
之
に
よ
っ
て
堤
防
の
出
凍
し
頃
の
千

-;-I-
の
流
向
を
知
る
ビ
共
に
､
叉
此
の
堤
防
が
窪
の
侵
蝕

を
喰
止
め
如
何
に
此
の
地
方
人
の
蕉
活
を
安
定
せ
し
か

は
そ
の
碑
文
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
る
｡
そ
の

1
節
に

｢
-

-
-
･種
々
曜
其
蜜
｡
坂
木
鐸
之
甫
通
常
其
術

前
乎

此
歯

岸
淀
肘
積
年
凡
幾
何
､
官
毎
連
吏
築
堤

以
防
之
'
不

一
二
年
糖
壊
･-
中
谷
･･････,氷
免
水
蜜

甫
鹿
田
廉
幾
何
以
稗
復
夷
｣

此
に
よ
っ
て
千
曲
川
が
坂
城
町
下
を
流
れ
そ
の
岸
を

蝕
し
て
ゐ
た
こ
と
は
永
年
の
こ
と
で
'
前
田
附
鑑
は
侵

蝕
さ
れ
て
史
に
巾
二
三
町
を
失
ひ
､
叉
現
今
の
四
反
閏

の
朗
は
春
附
で
t
i;
代
の
田
の
揚
超
し
た
も
の
で
あ
る

こ
空
が
わ
か
る
｡

か
-
の
加
-
常
山
堤
以
南
は
反
町
川
矢
川
の
三
角
洲

的
な
鹿

い
田
匿
で
ー
今
よ
-
も
傾
斜
少
-
'
之
に
慨
名
を

挿
し
兼
西
十
四
町
に
及
ぶ
も
つ
常
山
堤
以
北
は
三
四
町

に
狭
ま
-
楳
外
の
柑
位

d̂
な
っ
て
ゐ
光
も
の
で
あ
ら
-

空

五

1



地

球

餌
十
二
容

が
北
使
な
る
名
前
は
や
が
て
部
落
名
.fJ
化
し
'
此
の
附

近

一
昔
(坂
城
町

完
W
)
の
線
種
ど
な
っ
た
こ
ど
～
瓜
ふ

次
に
そ
の
光
閏
を
見
る
と
､
前
記
南
中
北
の
三
懐
筋

の
巾
は
西
千
曲
川
岸
(更
級
郡
rIJ
の
境
罪
蓮
)か
ら
現
在

の
北
岡
往
還
に
沿
ふ
村
落
の
東
側
ま
で
十
二
町
乃
至
十

四
町
t

i
町
歩
の
日
が
約
二
LTTT飴
で
､
常
時
の
部
落
は

此
の
田
匿
の
光
速
線
即
ち
現
在
村
落
の
束
方
三
四
町
の

所
に
あ
っ
た
も
の
で
'
南
幌
村
青
木
(
現
在
だ
BL
)山
金

井
(現
存
)中
之
使
村
上
町

(現
在
せ
ず
)
か
ら
御
所
樫

(現
在
)
に
か
け
て
あ
-
し
こ
だ
は
口
碑
に
春
す
る
所
で

あ

る

○

叉

催
旦
調
法
が
常
山
堤
以
北
に
延
び
た
や
う
に
､
東

に
矢
川
､
入
田
川
'
目
名
喋
の
小
支
流
に
そ
つ
て
も
延

長
使
旦
田
園
を
見
る
｡
即
ち
日
名
港
の
出
産
部
に
､
茨

田
､扇
F
.緯
田
､
入
田
川
に
そ
つ
で
は
御
所
樺
部
落
附

近
に
入
出
あ
り
P
大
田
大
円
川
は
奥
に
入
-
込
ん
だ
田

の
意
で
あ
ら
-
L
t
又
矢
川
に
そ
つ
て
は
入
横
尾

蓮に

坪
之
内
､
十
二
等
存
し
て
ゐ
る
｡

憧
里
兼
蓮
に
そ
っ
た
嘗
部
落
は
､
慶
長
後
開
通
さ
れ

た
北
開
社
茂
に
下
っ
た
も
の
だ

1
は
此
等
小
支
流
に
そ

第
1淡

雪

ノ

光
二

っ
て
入
り
込
ん

だも
の
ど
あ
っ
て
､
上
っ
た
も
の
は
八

の
字
を
附
し
'
下
っ
た
も
の
は
町
横
尾
､
町
金
井
等
の

町
の
字
や
附
町
の
如
き
学
名
を
持
つ
や
う
に
な
つ
た
こ

ど
.fJ
m
心
は
れ
る
｡

○

之
等
の
相

同紙
反
別
を
合
す
る
ビ
約

1
町
歩
の
数
が

二
宵
六
十
飴
に
な
る
厨
い
田
園
で
'
未
だ
に
中
之
修
で

は
西
方
田
圃
の
こ
ど
な
沖
田
蔓
言
っ
て

ゐる
｡
そ
の
大

草
は
千
曲
の
水
を
用
水
ビ
し

(
現
在
の
用
水
は
鰻
尻
か

ら
上
げ
南
棟
中
之
候
の
用
水
ど
な
ゎ
'
天
和
年
間
出
来

た
も
の
だ
･IJい
ふ
).
此
の
水
路
は
三
筋
AIJ
な
っ
て
離
配

し
て
ゐ

た
もの
だ
と
い
ふ
｡
又
上
流
部
の
も
の
は
矢
川

反
町
川
の
支
流
を
用
水
に
仰
ぎ
p
従
っ
て
収
量
も
少
か

っ
た
で
あ
ら
う
｡
さ
る
を
千
曲
の
水
を
用
水
だ
し
た
低

域
は
千
曲
川
汎
泥
の
馬
美
事
な
周
囲
五
十
飴

町を
失
ひ

用
水
路
は
二
筋
を
紛
失
L
t
日
下
は
唯

.L
本
残
る
の
み

ど
な
っ
た
｡
現
今
中
之
櫨
柑
南
保
村
の
閏
境
界
線
は
'

千
曲
川
の
封
岸
は
る
か
に
遠
-
乾
級
郡
村
上
村
の
山
麓

に
あ
り
､
此
の
下
を
流
れ
る
千
曲
の

1
分
流
を
今
は
i;

州
だ
呼
び
､
菅
て
の
千
曲
本
流
で
あ
-
L
を
物
語
･C,､



尿
町
ー
下
種
tjr.TT
､
下
赤
池
等
の
地
租
は
現
我
の
千
曲
河
床

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
｡
叉
来
遊
で
は
森
林
伐
採
の
馬
か

水
魚
の
減
少
ビ
氾
濫
押
出
し
塵
な
-
し
馬
､
厚
き
砂
磯

に
倣
ほ
れ
て
宵
飴
町
歩
を
紛
失
L
P
以
っ
て
現
今
の
桑

畑
ビ
な
る
に
至
っ
た
｡
慶
長
水
帳
に
あ
る
地
籍
の
確
然

せ
ね
も
此
の
,為
で
あ
る
が
､
流
田
押
出
し
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